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　今から四半世紀前に、カストリア（ギリシア）

のアギオス・ステファノス聖堂で見た図像がそも

そもの出発点であった。三廊式のバシリカとはい

いながら、身廊部分がヴォールトで突出して高く

築かれている（図１）。そこに同じ大きさのメダ

イヨンが三つ並び、西から「キリスト・インマヌ

エル（幼児）」、「日の老いたる者（老人）」、「キリ

スト・パントクラトール（壮年）」という、年齢

容貌の異なるキリスト像が配されている（図２、

タイプ１［論文末のシェーマ参照］）。まず「イン

マヌエル・日の老いたる者・パントクラトール」

を並置する図像（ただし順は不問）を「キリスト

三態」と名づけた上で、稿を進めよう（1）。

　この奇妙な、しかし印象的な図像に、何らかの

神学的な意味がないはずはないだろう。三という

数字から連想するのは「三位一体」だが、「日の

老いたる者＝父なる神」、「パントクラトール＝イ

エス・キリスト」まではいいが、インマヌエルを

聖霊と結びつける図像学的伝統はない。黙示録

1：8他に見られる、神を時間軸のすべてに遍在す

るととらえる呼称は、「キリスト三態」を保証し

うるものと考えられる。

神である主、今おられ、かつておられ、やが

て来られる方、全能者がこう言われる。

　「わたしはアルファであり、オメガである。」
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図１　�カストリア、アギオス・ステファノス�
聖堂外観

図２　�カストリア、アギオス・ステファ
ノス聖堂天井、「キリスト三態」
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　「今おられ、 かつておられ、 やがて来られる方」 の部分の原文は、ὁ ὢν καὶ ὁ ἦν καὶ ὁ 

ἐρχόμενος で、前二者は be 動詞を時制の異なる動名詞に活用させている。アルファ（初め）で

あり、オメガ（終わり）である、との時に関わる神の自己規定とも響き合う部分である。この後

に来る「全能者」の語は、邦訳聖書のほとんどが採用する意訳で、原語はパントクラトール、

「すべてを治める者」である。日本語の構文をつくるためにギリシア語の語順は入れ替えられて

いるが、もう少し原文の語順に忠実に訳すなら「私はアルファでありオメガである、と語った。

主にして神、今在る者、かつて在りし者、やがて来たる者、万物の統治者が」というところだろ

うか。神のことを、神以外の５つの呼称で呼び換えていることになる。

　過去・現在・未来のすべてに遍在する神、とのイメージは「キリスト三態」に相応しいが、イ

ンマヌエルが未来（もしくは過去）、日の老いたる者が過去（ないし未来）を表象するというイ

コノグラフィーも、ビザンティン世界には定着しなかった。創世記３：14「わたしはある。わた

しはあるという者だ」に淵源をもつ ὁ ὢν の語のみが、12世紀以降キリストのニンブス内の十字

架に分割されて Ο ω Ν と記される。しかしこれも、インマヌエルや日の老いたる者にも使用さ

れるので、「今在る者」という現在形がキリストの特定の年齢容貌と結びついてはいない。

　私はこれまで「キリスト三態」についてさまざまに論じてきた（2）。同じカストリアの、年代の

先行するアギイ・アナルギリ聖堂東壁面（12世紀後半）において、大きさや形式は異なるものの、

「キリスト三態」が採用されていることも指摘した（3）。マケドニアの作例に影響されたと考えら

れるグルジアの修道院壁画を論じたこともある（4）。しかしながら、カストリアの「キリスト三

態」がなぜあのような形で成立したのか、神学者の説教や典礼文と対照して論証するには至らず、

本稿もまた搦め手からの議論となる。カストリアの「キリスト三態」は、ビザンティン聖堂装飾

に定着せず、種々のヴァリエーションを生んで拡散したことを確認する結果となるだろう（5）。

　イントロダクションに代えての前提として、もうひとつ、「ローカル・イコノグラフィー」と

でも呼ぶべき現象を指摘しておかねばならない。ビザンティンの図像は、首都コンスタンティノ

ポリスに発して、地方に伝播した。首都の作例がほとんど現存しないので、これはア・プリオリ

の確信のようなものだが、基本的には間違っていないだろう。このような、中心から周縁部に拡

散するモデル以外に、ひとつの都市の中で図像が受け継がれる場合もあった。体系的にこれを指

摘する紙幅の余裕はないが、いくつか述べる。ラヴェンナのガッラ・プラチーディア廟堂ヴォー

ルトに描かれた、葡萄唐草の中の黄金モノクロームの人物像は、正統派洗礼堂スパンドレルに、

色彩を変えて現れるし、正統派洗礼堂ストゥッコの「獅子と蛇を倒すキリスト」図像は、司教館

附属サンタンドレア礼拝堂モザイクに継承されている。テサロニキのアギオス・ディミトリオス

聖堂北側廊モザイクに描かれた聖者のメダイヨンは、アヒロピイトス南側廊フレスコに類似図像

を見出すことができる。

　同じ町の聖堂に描かれた壁画を、画家たちは間違いなく見て、時に自らの作品の参考としただ
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ろう。このような現象がオフリド周辺で起こった、としか考えようのない作例が多数残っている。

それらの作例を整理することが、本稿の主たる目的である。「同じ町」と先に述べた。カストリ

アとオフリド（マケドニア共和国／旧ユーゴスラビア・マケドニア共和国）は、現在国境を挟む

ことになったが、直線で75キロほどの距離である。オフリドで仕事をした画家は、カストリアの

作品の知識を持っていただろう。

　なぜカストリアにおけるアギオス・ステファノス以後（6） の作例に、「キリスト三態」の影響が

見られないのか。おそらく第一に、ヴォールト天井という建築形式自体が、ビザンティン聖堂に

稀なためであろう。ヴォールト天井頂部に君臨する「キリスト三態」は、きわめて印象的な図像

であるが、まさにそれゆえに、ビザンティン聖堂装飾として普及することがなかった。しかしオ

フリドとその周辺には、ヴォールト架構の聖堂が複数つくられた。その天井を装飾する図像とし

て、カストリアの「キリスト三態」の型が好まれ、変奏されていったものと思われる。その状況

を以下に見よう。

　まず特殊な建築形式とそ

の図像を見る。ともにオフ

リド旧市街、スヴェーティ・

コ ン ス タ ン テ ィ ン・ イ・

イ ェ レ ナ （Sv. Konstantin i 

Ielena：聖コンスタンティヌ

スとヘレナ、図３）（7） とボゴ

ロディツァ・ボルニチュカ

（Bogorodica Bolnička ： 病 院

の聖母）（8） （タイプ２）である。いずれもヴォールト架構の単廊式バシリカの、聖
ベ ー マ

域西側を南北

方向に横断する高いヴォールトを有している。

　この形式について、クラウトハイマー（9）、ギョレス（10） といったビザンティン建築の概説書は

立項して論じてはいない。マンゴのみが、アルタのカト・パナギアとトリカラのポルタ・パナギ

アに簡潔に触れている（11）。ギリシアの聖堂建築に関して最も浩瀚な情報量を誇るブラス（12） は、

イピロス公国の 君
デスポティス

侯 がからむ寄進としてマンゴの２聖堂に加えて Tourkopalouko（現

Kypseli）のアギオス・ディミトリオス（fig.211）、Galaxeidi 郊外のソーティル、Boulgareli のパ

ナギア（通称「赤
コキニ・エクリシア

い教会」）（fig.213）を挙げ、さらに周辺部の作例としてエヴィア（エウボイ

ア）島アギア・テクラ（fig.255）とオディギトリア（fig.256）、Geraki のアギイ・テオドリ

（fig.193）とテオファニア（fig.279）、ラコニア地方 Agoriani のアギオス・ニコラオス（fig.221）

等を挙げるが、列挙に終始して、形式の起源や分布には及ばない。これらギリシアの聖堂は13、

図３　�オフリド、聖コンスタンティヌス・ヘレナ聖堂横断ヴォールト、
「三位一体」
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14世紀のもので、オフリドの２聖堂に先行する。ただしギリシアの聖堂にはほとんど壁画が残っ

ておらず、横断ヴォールトの装飾としてどのようなシェーマがあり得たのかわからない。カト・

パナギアやポルタ・パナギアは三廊式バシリカの全体をヴォールトが横断しており、横断ヴォー

ルトが長くなる。長いヴォールトに３つのメダイヨンという装飾は不向きである。単廊式バシリ

カを横断するヴォールトの長さが、３つのメダイヨンには相応しかった。

　聖コンスタンティヌス・ヘレナ聖堂はアプシスに接するベーマのヴォールト（東西方向）に

「昇天」を置き、その西側を高く持ち上げて南北方向にヴォールトを架ける。北に「パントクラ

トール」、中央に「日の老いたる者」、南に「空
エ テ ィ マ シ ア

の御座」を並べる選択は、明らかに「三位一体」

を表したものである。建築・装飾ともに影響を受けた「病院の聖母」も、これに等しいプログラ

ムを採る。ヴォールトが南北方向に通っていることによって、父・子・聖霊の三位格がアプシス

からほぼ等距離をなし、教義の内容にも相応しい。カストリアのキリスト三態は三位一体ではな

い、と述べた。同じ大きさの（実際には中央のメダイヨンがやや大きい）３つのメダイヨンに

よって表象し得る教義として、三位一体を思い浮かべるのは、ビザンティン画家も今日の我々も

同じであるようだ。やや低いベーマのヴォールトに「昇天」のマンドルラが描かれることによっ

て、メダイヨンはＴ字形に４つとなる。この２聖堂は、本稿の主題の「ヴォールト天井を貫くメ

ダイヨン装飾」の本筋からははずれた、ヴァリエーションということになる。

　年代が銘文によって知れる最も古い聖堂が、旧市街パナギア・ペリブレプトス聖堂に増設

されたスヴェーティ・グリゴリェ（Sv. Grigorije：聖グリゴリオス、1364/65年）礼拝堂である

（図４）（13）。単廊形式のヴォールト天井に、東から「昇天」、「日の老いたる者」、「空の御座」を

配する。全体に剝落が激しいが、中央のキリスト像は髯が白いので「日の老いたる者」である。

この三者を配列するのは、一定の普及をみたプログラムである（タイプ３）。Lešani のシ・ス

ヴェーティ（Si Sveti：万聖、1451/52年、図５）（14）、Dolgaec のスヴェーティ・イリヤ（Sv. Ilija：

預言者エリヤ、1454/55年）（15）、Velestovo のボゴロディツァ（Bogorodica：聖母の眠りに献堂、

1450/51年）（16）、Leskoec のバズネセーニャ（Baznesenja：昇天、15世紀）（17） の４聖堂において、

同じ３メダイヨンが選択され

ているからである。いずれも

頭部は西を向き、「日の老い

たる者」の周囲には福音書記

者の象徴が描かれる。

　グリゴリオス礼拝堂が属す

る本堂であるパナギア・ペ

リブレプトス（旧スヴェー

ティ・クリメント）聖堂に
図４　�オフリド、パナギア・ペリブレトス聖堂附属聖グリゴリオス礼

拝堂天井、「三位一体」
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も、 こ こ で 触 れ て お こ う。

ドームを有するギリシア十字

式の聖堂であるから本稿の文

脈とは異なるが、画家ミハ

イルとエウティキオス（18） は

「キリスト三態」を知ってい

た。主ドームには「パントク

ラトール」、ベーマのヴォー

ルトには「昇天」を描くのは

通常のプログラムである。こ

れらに加え、アプシスのコン

クを囲む逆Ｕ字形壁面の頂部

に、画家は「インマヌエル」

のメダイヨンを置き、西腕

の復活（「冥
ア ナ ス タ シ ス

府降下」と「墓

を訪れる聖女たち」）と受難

（「エルサレム入城」と「磔

刑」）の中央に「日の老いた

る者」のメダイヨンを配する

のである（図６）。聖堂中軸

上に、メダイヨンの大きさこ

そ異なれ、「キリスト三態」

が成立している。アプシス上

部に「インマヌエル」を配す

る例は少なくないが、西腕

ヴォールト頂部に「日の老い

たる者」を選ぶのは類例を見

ない。説話図像とは関わりをもたないから、画家はここで「キリスト三態」を意識していたこと

は明らかである。

　ヴォールト天井の聖堂が少ないことが、「キリスト三態」図像の普及を妨げた。ヴォールト天

井であればいいというものでもない。メダイヨン図像を天井に並べるのに相応しい建築は、身廊

の幅が狭く、かつ天井がそれに比して高いものでなければならない。そのような空間があれば、

天井にメダイヨンを並べた上で、南北壁面にキリスト伝を配するという構成が生きてくる。クレ

図５　レシャニ、シ・スヴェーティ聖堂天井、「三位一体」

図６　�オフリド、パナギア・ペリブレプトス聖堂西腕天井、「日の老
いたる者」
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タ島やマニ地方等に多く見られる単廊式ヴォールトの聖堂は、小型で天井も低いため、天井中央

で左右に分割して、曲面にキリスト伝を描かなければならない。天井にメダイヨンを配しては、

説話図像の場がなくなるのである。他方カッパドキアに多く見られるヴォールト聖堂は、比較的

幅が広い（岩窟聖堂であるため強度の心配をする必要がない）ために、天井中央部に細長いフ

リーズを設け、そこに聖人のメダイヨンを多数並べる形式を採ることが多い。その両側に説話図

像が並ぶことになる。カストリアのアギオス・ステファノスは、幅の狭い身廊部が突出して高い。

このような建築形式こそ、「キリスト三態」の展開に相応しく、それはオフリド周辺に少なから

ず見受けられるものであった。

　天井のメダイヨン装飾を議論する際に留意すべき点のひとつは、メダイヨンが隣接する説話図

像と連関を有しているかどうかである。聖グリゴリオス礼拝堂はじめ５聖堂に見られるプログラ

ムでは、東の「昇天」メダイヨンの周囲に弟子や聖母、天使が配されて、イコン性と説話性のバ

ランスをとっている。アプシス付近の天井に「昇天」を描くのは自然である。これらの聖堂は

「昇天」を採用することによって、聖堂中央部に「パントクラトール」でなく「日の老いたる

者」を描くことになった。３つのメダイヨンで「三位一体」を表象するためである。西の「空の

御座」は「聖霊降臨」のモティーフとなってもおかしくないものである。しかし「空の御座」周

辺に十二使徒を並べる作例は見られない。３つのメダイヨンの頭部（上部）を西に向けて揃えた

ため、「空の御座」メダイヨンに隣接する形で「聖霊降臨」を構成することは困難であったので

ある。このプログラムについては、最後にグルジアの作例に関連して戻ってくることにする。

　身廊の東西の長さが一定以上あれば、メダイヨン３つでは場が埋まらない。オフリド旧市街、

スヴェーティ・ニコラ・ボルニチュキ（Sv. Nikola Bolnički：病院の聖ニコラオス、15世紀）（19） は

４つのメダイヨンを天井に並べた（図７、タイプ４）。東から「昇天」、「パントクラトール」（頭

部西向き）、「空の御座」、「大天使」（頭部東向き）である。「昇天」は南北壁の弟子たちとつな

がっている。「空の御座」からは、南壁の「洗礼」に聖霊の鳩が下る。メダイヨンと周辺の説話

を結びつけたのは見事であるが、４つのメダイヨンによって何らかの教義を語ることはない。

「パントクラトール」に代えて「日の老いたる者」を描けば、「三位一体」を表現することはで

きたが、大天使を加えた時点で画家はそれを断念したものだろうか。４つのメダイヨンの向きを

一様でなく、２つずつ逆にしたのは、聖堂中央への求心性を求めたゆえであろう。ポスト・ビザ

ンティン美術になると、キリストの相のひとつとして「天使キリスト」（20） が頻繁に現れるが、

聖ニコラオスの天井はキリストでない大天使である。

　天使キリストを採用したオフリド近郊の作例として、プレスパ湖畔 Slivnica のボゴロディツァ

修道院（17世紀）を引いておく（図８）。ナオスには４つ、奥行きのあるナルテクス（リティ）

に２つのメダイヨンが並ぶ。東から「天使キリスト」、「インマヌエル」、「パントクラトール」、

「オランスの聖母」（いずれも頭部西向き）、そしてナルテクスに続いて「日の老いたる者」（頭部
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西向き）、「聖母子と諸聖人」（頭

部東向き）となる（タイプ５）。

６つのメダイヨンには「キリスト

三態」が含まれているが、これは

もう何らかの教義を語るような類

ではない。ともかくメダイヨンを

連ねることによって、細長い聖堂

の天井を装飾したものだろう。

　４つのメダイヨンを並べる聖堂

としてもうひとつ、ポスト・ビザ

ンティンであるが、Velmej のボ

ゴロディツァ（16世紀）を挙げよ

う。東から「昇天」、「パントクラ

トール」（頭部西向き）、「日の老

いたる者」、「空の御座」（頭部東

向き）を選んだ（図９、タイプ

６）。２つずつメダイヨンの向き

を変えるのは聖ニコラオスと同じ

であるが、ヴェルメイの聖母聖堂

では病院の聖母等と同様の「三位

一体」が実現している。病院の聖

母ではＴの縦軸の位置にあった

「昇天」を、一直線上に再構成し

たものと考えることができるかも

知れない。

　オフリド湖畔、 S t r u g a 近 郊

Radožda のアルハンゲル・ミハイ

ル（Arhangel Mihail： 大 天 使 ミ

カエル修道院、14世紀後半）（21） は

洞窟聖堂で、ナオス手前に奥行き

の深いナルテクス（リティ）を有

している。ナルテクス西壁には

美しい「大天使ミカエルによる

図８　�スリヴニツァ、ボゴロディツァ修道院ナオス天井、４メ
ダイヨン

図７　�オフリド、聖ニコラ・ボルニチュキ聖堂天井、４メダイ
ヨン
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Chonae の奇跡」が描かれて

いる（22）。天井には５つのメ

ダイヨン、東から「昇天」、

「日の老いたる者」（頭部西

向き）、「大天使ミカエル」、

「祭司キリスト」、「大天使ガ

ブリエル」（頭部東向き）が

配されている（図10、タイプ

７）。ここに何か統一的なプ

ログラムを認めるべきであろ

うか。中央に献堂聖人である

大天使ミカエルを配したかっ

た意図は理解できる。ミカエ

ルと抵触しないために、「三

位一体」を構成することをや

めたのであろうか。興味深い

のは、東から４番目のメダ

イヨンとして「祭司キリス

ト」（23） が採用されているこ

とである。これまで論じてきた作例に、「祭司キリスト」は登場していない。しかし「ヴォール

トのメダイヨン装飾」を「ドームのメダイヨン装飾」と関連づけて論じる際には、「祭司キリス

ト」は鍵となる。

　簡単に見取り図のみ示そう。同じマケドニア共和国の首都スコピエ郊外 Nerezi には、名高き

スヴェーティ・パンテレイモン（Sv. Pantelejmon、1164年）が建つ。主ドームに加えて４つの副

ドームをもつ聖堂は、剝落があるものの「キリスト五態」を描いている。中央主ドームは16世紀

に崩落してポスト・ビザンティンの再装飾が行われているが、当初の図像はほぼ間違いなく「パ

ントクラトール」である。北東ドームは「インマヌエル」（顔面剝落しているが、無髯であるこ

とがわかる）、南東ドームは「日の老いたる者」、南西ドームは「祭司キリスト」（図11）、そして

北西ドームは「パントクラトール」と記述され、またそう記述される以外に私たちは用語をもっ

ていないが、通常の「パントクラトール」よりも長髪の蓬髪で、洗礼者ヨハネにも似た風貌のキ

リストである（24）。

　帝都コンスタンティノポリスから遠い辺境の、寒村の修道院聖堂とはいえ、ビザンティン皇帝

の縁戚に連なる貴族が寄進しており、おそらくコンスタンティノポリスの画家が制作をしてい

図９　ヴェルメイ、ボゴロディツァ聖堂天井、４メダイヨン

図10　ラドズダ、大天使ミカエル修道院天井、５メダイヨン
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る。「キリスト五態」図像は帝都に由来すると思

われるが、それを実証する作例は断片も残ってい

ない。ネレヅィの副ドーム下は、人ひとりが立て

ばいっぱいになるほどの狭小な礼拝堂空間をなし

ている。このような空間が実際に用いられ、典礼

上不可欠であったとは考え難く、おそらく帝都の

大規模な聖堂を形式・装飾において模倣したもの

であろう（25）。ビザンティン聖堂が複数のドーム

を設ける場合、ヴェネツィアのサン・マルコ

（「インマヌエル」、「昇天」、「聖霊降臨」）（26） のよ

うに説話を組込む方法が考えられるが、主ドーム

に「パントクラトール」を採用する中期以降のプ

ログラムには、説話ドームは馴染まない。副ドー

ムに年齢容貌の異なるキリスト像を配置する発想は、主ドームの「パントクラトール」を前提と

したものであっただろう。

　ともあれ、ネレヅィのプログラムはマケドニア地方からコソヴォ、セルビアにかけて影響力を

もった。複数のドームに年齢容貌の異なるキリストを描き分ける、という構想は Prizren（コソ

ヴォ）のボゴロディツァ・リェヴィシュカ（Bogorodica Ljeviška、14世紀）（27）、Prilep 近郊

Treskavec の聖母の眠り修道院（Uspenie Bogorodičino、14世紀）等多くの聖堂で採用された。

多くは後期の作例であるが、中期の例として重要なのは、Sturmica 近郊 Veljusa のエレウーサ

（Eleousa）修道院である（28）。主ドームに加え、ナルテクスの副ドーム、南礼拝堂の副ドームと

いう３ドーム構成をもち、主ドームに「パントクラトール」、ナルテクス・ドームにおそらく

「日の老いたる者」、礼拝堂ドームに「インマヌエル」という「キリスト三態」を配している。

カストリアの「キリスト三態」のドーム版と言えようが、しかしながら３ドーム聖堂は聖堂建築

として一般的でなく、建築形式が先行して結果として「キリスト三態」が採用されたものと考え

られる。

　聖堂ドームは１つ、２つ、３つ、５つ等の数が可能である。主ドームだけの場合「パントクラ

トール」を描くことで問題は生じないが、複数の場合それぞれ「キリスト二態」、「三態」、「五

態」となる。キリスト像の選択と配列に、教義と不可分の意味があったとは考えにくい。それぞ

れのキリスト像に図像学的意味はあったが、その選択と組合わせ、すなわちプログラムに絶対の

意味はとれないのではないだろうか。

　このように考えた上で、私たちの本稿での課題、「天井ヴォールトのキリスト三態」に戻るな

らば、ビザンティン図像学に携わる者にとって危険な囁きが響いてこざるを得ない。「キリスト

図11　�ネレヅィ、聖パンテレイモン修道院南西
ドーム、「祭司キリスト」
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三態」に意味はない、天井にたまたま３つのメダイヨンを並べる広さがあり、キリストの主要な

イコノグラフィーを３つ並べただけである……。しかしそれは正しくないだろう。なぜなら、聖

堂と違って空間の制約を受けにくい写本挿絵において、私たちは２例の「キリスト三態」をもっ

ているのである。

　四福音書 Cod.Paris.gr.74は、ヨハネ福音

書のヘッドピースとして「キリスト三態」

を描き出した（29）。エルサレム総主教座図

書館 Cod. Taphou 14は、聖グリゴリオス

説教集に分類されるが、該当部分は『サ

サン朝宮廷における宗教的論争』と呼ば

れる、マギの物語を記す。「（マギが礼拝

した幼児について）彼らの最初の者が

言った、『彼は子どもであった。』二番目

が言った、『私が見たのは、30歳よりも若

いということはない男だ。』三番目は言っ

た、『私が見たのは年寄だった』」のテキ

ストを、画家は「キリスト三態」として絵画化した（図12）（30）。老人のマギが「インマヌエル」

を抱こうとする。中年のマギが「パントクラトール」を、若いマギが「日の老いたる者」を抱く、

と抱く者と抱かれる者の年齢がたすき掛けになっているのが面白い（31）。両写本は11世紀後半に、

帝都のストゥディオス修道院で制作されている。同時期に同じ修道院で制作された今一冊の写本、

通称「テオドロス詩篇」にも「キリスト三態」が描かれていた可能性がある（32）。ビザンティン

人が「キリスト三態」に意味を見出していたことに疑いを容れない。しかし写本挿絵としては、

11世紀後半（おそらく60年代から70年代にかけての短い時期）のストゥディオス修道院で、２点

（ないし３点）の作例を見るのみで、これもまた普及することはなかったものと思われる。

　「キリスト三態」が、ビザンティン聖堂装飾に定着することはなかった。しかしこのように精

妙で美しい図像が、単なる気まぐれや思いつきで成立したはずがない。アギオス・ステファノス

（もしくはその手本）の「キリスト三態」が、いかなる事情の下に生み出されたのか、今後も考

えてゆきたい。

　オフリドとその周辺地域の「ヴォールトのメダイヨン装飾」をサーヴェイした結果、カストリ

アと同じ「キリスト三態」が見出されないことを確認した（33）。「昇天・日の老いたる者・空の御

座」の３メダイヨンを天井に並べる、というプログラムは14世紀から15世紀にかけて一定の普及

をみたようだ。今私はカストリアの「キリスト三態」が13世紀初頭、オフリドの諸作例が14 ～

15世紀というクロノロジーに従って、カストリアの「三態」が先行する図像であると見做して論

図12　�エ ル サ レ ム 総 主 教 座 図 書 館 Cod.Taphou 14, 
f.106v、「マギとキリスト三態」
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じてきた。しかしオフリドで見ら

れる「昇天・日の老いたる者・空

の御座」が先行した可能性もまた

あり得る。というのは、このタイ

プは東側に「昇天」のメダイヨン

（光背）を配し、これに隣接する東

壁ないし南北壁に弟子や聖母を描

くことによって、ビザンティン聖

堂装飾の原則に従おうとしている

からである。西の「空の御座」は

メダイヨンの向きが異なるため、周辺のモティーフと組合わされて「聖霊降臨」となることはな

い。しかし聖堂西壁面に「聖霊降臨」を描く例はきわめて多く、西に「空の御座」を置くという

配置も納得できる。あとは中央に、「パントクラトール」に代えて「日の老いたる者」を描けば、

「三位一体」の教義が出来上がる。カストリアのパナギア・クムベリディキの「三位一体」（図

13）は父なる神を直接描く西欧型の図像を採用したが、オフリド方式の「三位一体」が、正教の

立場からはより好ましい。

　「昇天―日の老いたる者―空の御座」が身廊ヴォールトではなく、南北横断ヴォールトに描か

れるとき、「子なるキリスト」を表象すべき「昇天」はベーマのヴォールトに移動し、代わって

「パントクラトール」が採用される（聖コンスタンティヌス・ヘレナ、病院の聖母）。「パントク

ラトール― 日の老いたる者― 空の御座」の「三位一体」から、カストリアの「キリスト三態」

まではあと一歩である。カストリアの中央モティーフが「パントクラトール」でなく「日の老い

たる者」であることも、この論理によって説明可能である。パナギア・ペリブレプトスのように

ギリシア十字式聖堂において「キリスト三態」が本来成立したものであれば、「パントクラトー

ル」が３メダイヨンの中央にあるのが相応しい。

　作例現存率のきわめて低いビザンティン美術では、年代的に先行する図像が、のちの年代の図

像より早く成立したとは限らない。純粋な発展の論理としては「昇天―日の老いたる者―空の

御座」→「パントクラトール―日の老いたる者―空の御座」→「パントクラトール―日の老い

たる者―インマヌエル」と考えるのが、整合的である。現存する作例からこれを立証ないし傍

証することは不可能であるが。

　天井が長く、メダイヨンが４つ、５つとなる場合、図像の選択と配列に原則や意味があるよう

には見えなかった。現場で臨機応変の対応、取捨選択が行われた結果であろう。以上が2011年夏

に行われた早稲田大学チームによるマケドニア調査の、ささやかな知見である。記憶の生々しい

うちに書き留めておく。

図13　カストリア、パナギア・クムベリディキ聖堂、「三位一体」
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　最後に、今回の調査で

訪れた聖堂中、レシャニ

村シ・スヴェーティ聖堂

で考えた点を記しておき

たい。天井には「昇天・

日の老いたる者・空の御

座」の「三位一体」を配

する、パナギア・ペリブ

レプトス聖堂聖グリゴリ

オス礼拝堂に発するプロ

グラムである。アプシス

には立像のオランスの聖

母、その下部に「メリスモス」を置く。アプシス左右には「受胎告知」、コンク上部には「マン

ディリオン」と「昇天」の使徒たちが描かれる。南壁には東から「降誕」、「神殿奉献」、「洗礼」、

「ラザロの蘇生」、西壁に移って「変容」、北壁は西から「エルサレム入城」、「磔刑」、「キリスト

の墓を訪れる聖女たち」、「冥
ア ナ ス タ シ ス

府降下」と続く。ドルガエツの預言者エリヤ聖堂とヴェレストヴォ

の聖母の眠り聖堂も、キリスト伝の選択に関してほぼ等しい。これら３聖堂は、15世紀中葉の近

い時期に、近い工房の手によって制作されたフレスコをもっている。

　かつて私はグルジアのウビシ修道院壁画を論じた際に、様式的にマケドニア地方の作例、とく

にミハイルとエウティキオスの後期作に近いとして、年代を14世紀前半から半ばと考えた（34）。

当時はオフリド周辺の一群の作例に知識がなく、比較に３例を挙げたのみであったが、ウビシは

様式のみならず装飾プログラムもオフリド圏の作例と近似している。メダイヨンは３つで、東か

ら「日の老いたる者」、「パントクラトール」、「天の扉」を選ぶ（図14、タイプ９）。「天の扉」は

オフリド圏には見られないモティーフであるが、「空の御座」を代替するものである。天の扉が

開いて、そこから南壁の「洗礼」に聖霊が発出する。そのために、「日の老いたる者」と「パン

トクラトール」は頭部が西を向いているが、「天の扉」のみ上部を北側に描いている。「病院の聖

ニコラオス」においても、「空の御座」から南壁の「洗礼」に聖霊が下っているのである。３つ

のメダイヨンで「三位一体」を構成しつつ、「空の御座／天の扉」から側壁の「洗礼」に聖霊が

下る、という構想が一致する。シ・スヴェーティらのアプシス上部に「マンディリオン」が描か

れて、天井のメダイヨンとは形式こそ異なるが、聖堂中軸上にキリスト・イメージを連ねる、と

いう原則もウビシは採っている。「日の老いたる者」に菱形の光背を付すのも、マケドニア、グ

ルジアに共通する。

　オフリドとグルジアの違いはアプシス図像である。ウビシはアプシスに、ビザンティンには稀

図14　ウビシ修道院（グルジア）、天井
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な（しかしグルジアには多い）「デイシス」を描いたが、シ・スヴェーティはオランスの聖母で、

そこには Μεγάλη Παναγία（偉大なるパナギア［＝聖母］）の銘が付されている。ビザンティン

でブラケルニティッサ型と呼ばれる聖母子の類型が、奇しくもロシア・イコンでは「偉大なるパ

ナギア」とされることを想起する（35）。ロシア・イコンのイコノグラフィーに疎い私には、これ以

上論を進めることができないが、マケドニア地方とロシアをつなぐ要素として、記しておきたい。

　現存しないがマケドニア地方には、ヴォールト架構の単身廊聖堂が他にもあり、そこには14世

紀半ば以前のフレスコが描かれていた。天井には３つのメダイヨンが配されて「三位一体」を語

る。聖霊の表象を「天の扉」とした創意が、ビザンティンの画家に属するのか、グルジアで仕事

をした画家ダミアネのものであったのかはわからない。ダミアネはヴォールトにおける３メダイヨ

ン装飾の知識をグルジアに持ち帰り、オフリドの建築よりは大規模なウビシ修道院に適応させた

のであっただろう。そこに「偉大なるパナギア」銘という変数を加えると、方程式がどう解ける

だろうか。以上をもって、マケドニア調査から帰国して４日後の慌ただしいノートの稿を閉じる。

　本稿は科研費基盤研究（B）「バルカン半島中部における文化的多様性の歴史的研究」

（代表益田）の成果の一部である。校正中に亡くなられた辻佐保子先生に本稿を捧げます。

Ｎ

Ｗ

Ｅ

昇 天

Ｓパントク
ラトール

日の老い
たる者 空の御座

パントク
ラトールＥ 日の老い

たる者 Ｗインマ
ヌエル

タイプ２　�オフリド、聖コンスタンティヌス・ヘレナ聖堂等

タイプ１　�カストリア、アギオス・ステファノス聖堂
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Ｅ Ｗ昇 天 日の老い
たる者

パントク
ラトール

インマ
ヌエル

インマ
ヌエルＥ 聖 母 日の老い

たる者
聖母子・
諸聖人 Ｗパントク

ラトール
天使
キリスト

Ｅ Ｗパントク
ラトール 空の御座日の老い

たる者昇 天

Ｅ Ｗパントク
ラトール 天の扉日の老い

たる者

Ｅ Ｗ昇 天 日の老い
たる者 ミカエル 祭司

キリスト ガブリエル

パントク
ラトールＥ 大天使 Ｗ空の御座昇 天

Ｅ Ｗ昇 天 日の老い
たる者 空の御座

タイプ５　スリヴニツァ、ボゴロディツァ修道院

タイプ６　ヴェルメイ、ボゴロディツァ聖堂

タイプ９　グルジア、ウビシ修道院タイプ８　ヴェルメイ、聖ニコラ聖堂

タイプ７　ラドズダ、大天使ミカエル修道院

タイプ４　�オフリド、聖ニコラ・ボルニチュキ聖堂

タイプ３　�オフリド、パナギア・ペリブレプトス聖堂附属
聖グリゴリオス礼拝堂等
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注
（１）	 基本的なイコノグラフィーについては以下参照。K. Wessel, s.v. 《Christusbild》, RbK, vol.1, cols.966ff..（パ

ントクラトール cols.1014ff.；日の老いたる者 col.1028；インマヌエル cols.1008ff..）； R. Hamann-MacLean, 
Grundlegung zu einer Geschichte der mittelalterlichen Monumentalmalerei in Serbien und Makedonien, 
Gießen 1976, pp.47-53.

（２）	 口頭発表「聖ステファノス聖堂（北部ギリシア、カストリア）壁画の『キリスト三態』――キリスト胸像
を軸とするビザンティン聖堂プログラム論序説」美術史学会第44回全国大会、於岡山大学、1991年５月（要
旨『美術史』131冊、1992年２月、pp.124-125.）；「ビザンティン聖堂装飾における「三位一体」と「キリスト
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